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Quality perspectives of the TOEIC Program
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Frequently Asked Questions

■ 　 TOEIC Listening &  Reading  Test（以下、TOEIC L&R）や TOEIC 
Bridge® Listening  & Reading  Tests（以下、TOEIC Bridge L&R）で 
最高点を取るには、全問正解する必要があるのですか？

■ 　 TOEIC Program のスコアと「偏差値」はどう違うのですか？

■ 　  TOEIC Program のスコアの有効期限は、なぜ２年とされているので
すか？

■ 　 なぜ解答用紙に性別や年齢などを記入する必要があるのですか？

■ 　 TOEIC  Speaking  &  Writing  Tests（以下、TOEIC  S&W）と TOEIC 
Bridge Speaking  &  Writing Tests（以下、TOEIC Bridge S&W）では、 
人工知能（AI）による自動採点を採り入れていますか？  また、人による採点
と、AI による採点の違いを教えてください。

■ 　 TOEIC Program のリスニングテストに４種類のアクセントが使われている
理由を教えてください。

■ 　 アカデミック英語を学んできた学習者でも、TOEIC Program の各テストで
実力を発揮できるでしょうか？

■ 　 TOEIC Program のリスニングテストでは、なぜ問題用紙に書き込んだり、
メモを取ったりしてはいけないのですか？

■ 　 なぜ TOEIC Programのテストでは問題用紙の持ち帰りができないので
すか？

■ 　 TOEIC Programのテストの難易度は上がりましたか？（難化しているように
感じます）

■ 　 TOEIC Programのテストの制作と採点には、項目応答理論（IRT）が用い
られているのですか？
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Question

TOEIC Listening & Reading Test（以下、TOEIC L&R）やTOEIC Bridge Listening & Reading 

Tests（以下、TOEIC Bridge L&R）で最高点を取るには、全問正解する必要があるのですか？

Answer

どちらのテストにおいても、最高点、つまり最大スコア（TOEIC L&Rの各セクションで495点、合計で990

点；TOEIC Bridge L&Rの各テストで50点、合計で100点）を取るのに、必ずしも全問を正解する必要がな

い場合があります。

TOEICのリスニングとリーディングの換算スコアはテストが実施されるたびに、ETSのテスト開発お

よび統計の専門家によって算出されます。同じ種類のテストであっても、テストフォームが違えば出

題される問題も異なるため、フォーム間で全体的な難易度にわずかな差が生じる可能性があります。

ETSではTOEIC L&RとTOEIC Bridge L&Rが実施されるたびに、異なるフォームから換算した

スコアが全ての受験者にとって比較可能かつ公平なものになるよう、統計学の専門家が統計的な処理

を行い、一定の換算スコアに達するために必要な正答数をテストフォームの難易度に基づき調整してい

ます。そのため、例えばあなたが今月受験したTOEIC L&Rのリスニングセクションの難易度がいつも

よりもわずかに高かった場合、全問を正解しなくとも、495点（TOEIC L&Rの各セクションの最大スコア）

を取得する可能性がある、ということになります。
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Question

TOEIC Programのスコアと「偏差値」はどう違うのですか？

Answer

TOEIC Programのスコアは「偏差値」とは明らかに異なります。TOEIC Programのスコアは英語能

力レベルを示すスコア・スケール──「モノサシ」──に基づきレポートされ、それ自体が英語能力の指

標として有意味に解釈が可能です。一方で、「偏差値」は平均点を50ポイント、その平均からの１標準偏

差を±10ポイントに設定し、あるヒト・モノの立ち位置を相対的に示すものです。そのため、平均値から

の距離との関連性においてのみ解釈が可能です。

初めに、TOEIC Programのスコアの特徴について簡単にご説明いたします。TOEIC Programのス

コアは、英語能力レベルを示すスコア・スケールに基づきレポートされます。スコアは「素点」を基に算出

されます。「素点」とは、リスニングやリーディングでは正答した問題の数、スピーキングやライティング

ではタスクごとに設定された採点スケール上での評価点を指します。TOEIC Programではこれらの

「素点」を統計等の手法を用いて、初級から上級まで全レベルの英語能力を示すよう設計されたスコア・

スケール上のスコアに換算しています。こうした換算プロセスを含め、TOEIC Programではテストの

設計・開発・実施・採点の全工程を通じて、スコア基準の一貫性を常に担保しています。

TOEIC Programのスコアは、英語学習者の日常生活や職場でのコミュニケーション能力の程度を表

すよう意図されており、スコア・ディスクリプターには全てのスコアレンジについて、スコアが示す意味

や英語学習者の「強み・弱み」の理解に役立つ詳細な解説が掲載されています。

■スコアレンジ別評価一覧

TOEIC L&R

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_01

TOEIC S&W

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_02

TOEIC Bridge L&R

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_03

TOEIC Bridge S&W

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_04

https://iibc.me/qual_persp_tp_faq_01
https://iibc.me/qual_persp_tp_faq_02
https://iibc.me/qual_persp_tp_faq_03
https://iibc.me/qual_persp_tp_faq_04
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また、TOEICスコアは、受験者のスコアに基づき遂行可能と予想されるコミュニケーションタスクの特

徴という観点からもご理解いただくことができます。ETSの研究員たちはさまざまなCan-do調査を

行い、TOEIC Programの受験者に対して、日常生活や職場のコミュニケーションタスクをどの程度遂

行できているかについて質問し、その結果をまとめています。TOEICスコアの意味をより良く理解す

るための資料としてご参照ください（e.g., Powers, et al., 2009; Powers, et al., 2010; Schmidgall, 2020）。

さらに、TOEIC S&Wのスコアは、職場における「話し手・書き手」としての受験者のコミュニケー

ション能力の指針として解釈することができます。ETSの研究員たちは、TOEIC Speaking Testと

TOEIC Writing Testを対象に調査を行いました。日本を含む世界中の職場で働く人々に依頼して、

TOEIC Speaking Test（あるいはTOEIC Writing Test）の受験者のコミュニケーション能力を評価し

てもらったところ、TOEIC Speaking TestとTOEIC Writing Testの各スコアは、国際的な職場で

働く人々を相手にコミュニケーションを効果的に図る能力を予測すると解釈できる結果が得られまし

た（e.g., Schmidgall & Powers, 2020; Schmidgall & Powers, 2021）。

以上から、TOEIC Programのスコアは独自で具体的、かつ意味のある解釈が可能な受験者の英語能

力の指標と言うことができます。TOEIC Programのスコアはそれ自体が英語能力について実質的で

信頼価値のある情報を提供しています。そのため、個々人のスコアを他者との関係性において解釈した

り、ほかのテストのスコアや指標と比較したりせずとも、受験者の英語能力を理解することが可能です。

次に、TOEIC Programのスコアと「偏差値」の違いについてですが、両者は明らかに非常に異なりま

す。「偏差値」は平均点を50ポイントとして設定し、平均からの１標準偏差を±10ポイントに設定してい

ます。そのため、「偏差値」は実際にはスコアではなく、相対値もしくは比較値を表す手段であり、ある

ヒト・モノの立ち位置を、ほかのヒト・モノとの比較において示すものです。ここで重要な点は、「偏差

値」はいかなる能力分野（英語やその他）においても個人の実際の能力や知識や習熟度について、具体的

で解釈可能な意味を持たないということです。「偏差値」は常に相対的なものであり、平均値からの距

離との関連性においてのみ解釈が可能です。

さらに、TOEIC Programのスコア・スケールは、意味のある規準集団に基づき設定された不変の尺度

であり、実施回ごとに異なる受験者集団の能力分布の影響を受けることがありません。そのため、受験

者のスコアの経時的な推移を分析することで、長期にわたってパフォーマンスを評価することが可能で

す（例えば、TOEIC L&Rのトータルスコアが２年間で500点から700点に上昇した場合、TOEIC L&Rが測定

対象とする英語能力が２年間で相当程度上昇したと解釈できます）。一方で、「偏差値」は実施回ごとに異な
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る受験者集団の能力分布の影響をその都度受けるため、「偏差値」に基づいて能力の推移を直接的に

解釈することはできません（例えば同じテストであっても、実施回ごとに受験者集団が異なるため、ある回の

「偏差値60」と別の回の「偏差値60」が必ずしも同じ能力を示すとは限りません）。

TOEIC Programのスコアは、一貫性あるスコア基準に基づく、具体的かつ非常に有意味な受験者個々

人の英語能力の指標としてご活用いただけます。「偏差値」は、実施回ごとに異なる受験者集団におけ

る受験者個々人の相対的な位置を示す指標です。そのため、日本では、高校や大学などへの入学を希望

する学生の相対的な能力レベルを推定する際などに用いられています。

References
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ETSでは、スコアの取得時から意思決定に利用するまでの有効期限を２年とすることを推奨していま

す。この方針は、高品質で正確な意思決定を促進するETSの倫理的な取り組みの一環であると同時に、

業界水準に即しており、その他の主要な英語能力テスト提供者やスコア利用者が掲げるスコアの有効性

に関する方針にも沿っています。また、外国語能力の向上・低下の経過を調査したリサーチにも基づい

ています。

TOEIC Programのスコアは、テスト受験時点での言語能力を示すものです。いかなる英語能力テスト

であっても、そのスコアに基づく意思決定は、それを下す時期がスコアの取得時点から近いほどより公

平で信頼に足るものとなります。

実際に、外国語の能力は数年、あるいはより短期間のうちに大きく変化する可能性があります。例えば、

短期間であっても外国で集中して学習した経験によって、急速に言語能力が向上する可能性があり、

とりわけリスニングとスピーキングの即応力に顕著な伸びが見られることがあります。また、言語能力

は低下する可能性もあります。この現象は「言語の喪失」（language attrition）と呼ばれています。

過去数十年の調査からは、言語能力の要となる要素（単語を思い出す能力や流暢に話す能力など）は、長期

間にわたってその言語が学ばれない、あるいは活発に使われない状況が続くと、低下しやすいことが

示唆されています。実際に、２年を超えた時点で認識できるレベルの「外国語の喪失」が開始した事

Question

TOEIC Programのスコアの有効期限は、なぜ２年とされているのですか?

Answer

外国語の能力が数年あるいはより短期間のうちに、大きく向上・低下する可能性があることなどを踏

まえ、スコアに基づく意思決定の公平性を重視するETSの方針により、２年という有効期限が設定さ

れています。
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例がたびたび観察されています。

２年という期限は以上の実情──言語能力が大きく向上・低下する可能性；テスト実施から一定期間

を経た英語能力テストのスコアの有用性を主張すべきでないとするETSの方針──に鑑みて設定され

ています。

TOEIC Programでは、スコアの有効期間を２年間に限定することで、意思決定者が学習者の英語能

力を過剰評価することを防ぐと共に、有意義な学習期間を経て言語能力が向上した受験者の能力の正

確な評価を促しています。
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ETSではTOEIC Programの内容とスコアに、受験者の特徴による有利・不利をもたらすバイアスが

決して生じないよう尽力しています。この方針は『品質および公平性に関するETSスタンダード』（The 

ETS Standards for Quality and Fairness）※に明記されており、同文書にはTOEIC Programのテスト

内容の作成やテスト実施前レビューの方法に関する情報が

掲載されています（『品質および公平性に関するETSスタンダー

ド』についてより詳しくはQuality perspectives of the TOEIC 

Program 本編のSection 3「ETSの品質への取り組み」をご覧く

ださい）。

テストの作成過程においては、公平性を担保するためのあらゆる予防策が講じられますが、ETSが求

める公平性の水準を確実に満たすために、ETSの心理測定学者がさらに追加調査を実施しています。

あらゆる受験者集団に対してスコアの公平性を担保し、特定の受験者に対するバイアスを防止するた

めには、さまざまな受験者集団のパフォーマンスを評価し、モニタリングする必要があります。そのた

め、TOEIC Programでは受験者の性別や年齢、その他背景情報（学歴や雇用状況など）を収集していま

す。背景情報──個人単位ではなく集団単位でのみ使用されます──はスコアの妥当性に関する重要

なフィードバックをもたらすため、背景の異なる全ての受験者に対してスコアの公平性を担保するた

めに役立てられています。例えば、性別情報は、採点対象の問題に性別上のバイアスが生じておらず、

意図する内容と異なる側面を測定していないことを担保するために欠かせない統計分析に用いられま

Question

なぜ解答用紙に性別や年齢などを記入する必要があるのですか？

Answer

あらゆる受験者集団に対してスコアの公平性を担保し、特定の受験者に対するバイアスを防止するた

めには、さまざまな受験者集団のパフォーマンスを評価し、モニタリングする必要があります。そのため、

TOEIC Programでは受験者の性別や年齢、その他背景情報（学歴や雇用状況など）を収集しています。

※『品質および公平性に関するETSスタンダード』 
　（The ETS Standards for Quality and Fairness）

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_05

https://iibc.me/qual_persp_tp_faq_05
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す。意図した通りに機能していないことが明らかになったいかなる問題も、ETSによる公平性担保の

方針に従い、採点対象から除外されます。

さらに、受験者が回答した性別や年齢、その他背景情報はReport on Test Takers Worldwideにも

活用されています。本レポートはTOEIC Programの受験者やスコア利用者向けに発行されており、

受験者の背景情報のほか、TOEICスコアや英語能力の向上に影響を与える要素などについて、より詳

しく知ることができます。

以上から、ETSではテストスコアの公平性およびTOEIC Programの品質を担保するために必須のプ

ロセスとして、性別や年齢などの背景情報を収集しています。なお、TOEICスコアの品質を検証する

ための調査研究において受験者の背景情報が実際にどのように活用されているのかについてご興味

がある方は、以下の参考文献をご参照ください。

2022 Report on Test Takers Worldwide: 
TOEIC® Listening & Reading Test

（日本語版）

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_06

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_07

2022 Report on Test Takers Worldwide: 
TOEIC® Speaking & Writing Tests

https://iibc.me/qual_
persp_tp_faq_08
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現在、TOEIC S&WとTOEIC Bridge S&Wの解答は、評価の信頼性を最大化するために、高度に訓

練を受けた複数の人間の採点者によって採点されています。TOEIC S&WとTOEIC Bridge S&W

にはスコアの信頼性に加え、タスクが求める情報を受験者がどのくらい効果的に提供できたかを評価

する特徴があり、それが世界中の多くの組織から支持される理由のひとつとなっています。人間の採

点者を用いることで、タスクを通じて測定するスピーキング能力とライティング能力の全ての構成概念

を、確実に採点プロセスに含めることができます（Hines, 2010）。

各タスクは包括的なルブリック──受験者のパフォーマンスの多様な側面をスケール上の能力レベル別

に示したもの──に基づき採点されます。多様なタスクやルブリックは、受験者の現実世界における実

践的なコミュニケーション能力を捉えることを目的としており、受験者がタスクを遂行する際に発揮し

たパフォーマンスも現実世界での成功や達成を示す基準に従って採点されます。例えば、一部のスピー

キングのタスクでは、ある状況や受け手に対してプラグマティクスの観点から見て適切な（つまり、丁寧

さや改まり度の観点から適切な言語を使用して）応答をすることが求められます。一部のライティングの

タスクでは、考えを論理的に構成することや、文や段落間のつながりに配慮することが求められます。

また、スピーキングとライティングのいずれにおいても、与えられた情報に触れながら意見や考えを伝

えることで「達成した」と見なされるタスクが出題されます。

Question

TOEIC Speaking & Writing Tests（以下、TOEIC S&W）とTOEIC Bridge Speaking & Writing 

Tests（以下、TOEIC Bridge S&W）では、人工知能（AI）による自動採点を採り入れていますか？　 

また、人による採点と、AIによる採点の違いを教えてください。

Answer

TOEIC S&WとTOEIC Bridge S&Wの解答は、高度に訓練され認定を受けた複数の人間の採点者

によって採点されています。人間の採点者は、これらのテストに出題されるコミュニケーションタスク

を達成するための言語使用の多様な側面を非常に効果的に評価できることが、調査により明らかに

なっています。ETSではAIによる採点技術の探究と向上に継続的に取り組んでおり、AI採点の正確

性および信用性が十分な水準に達した段階でさまざまなテストに搭載し使用しています。
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受験者のパフォーマンスにおけるこうした特性の全てが高度な解釈を必要とします──タスクの目的、

話し手・書き手の意図、受け手の存在を踏まえながら、複雑な要素や微妙な差異を捉える必要がある

のです。自動採点によってこうした特性を評価すること──自動採点の測定能力によって人間の採点

を正しく予測すること──は困難であることが明らかになっています。ですが、こういった特性こそ

が、現実世界でのスピーキングやライティングのタスク遂行能力を示すうえで、非常に重要なのです。

TOEIC Programではこうしたタスクを重視し、多様な問題を出題しているため、人間の採点者によっ

て受験者のパフォーマンスを採点することがより望ましいと考えています。また、これまでの経験や調

査結果から、人間の採点者は訓練を受けることで、こうしたタスクを成功させるパフォーマンスにつな

がる、言語使用の多くの多様な側面を捉えられるようになることが示されています（Lin, et al., 2019; 

Qu, et al., 2013; Qu, et al., 2018; Schmidgall, 2018）。

ETSでは長年にわたりAI採点の性能の開発に取り組んでおり（e.g., Zechner & Evanini, 2019）、すで

に一部の言語能力テストにAIを搭載し、多くのケースで人間による採点と組み合わせて使用していま

す。AI採点の性能が引き続き向上し、TOEIC S&WやTOEIC Bridge S&Wに出題されるタスクの

採点において正確性が認められると判断された際には、これらのテストにも採点方法の一部として導

入される可能性があります。
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2006年にTOEIC L&Rがリデザインされた際、リスニングセクションで用いられるアクセントの地域は

米国・英国・カナダ・豪州およびニュージーランドに拡大しました。これらの地域のアクセントが選ばれ

た理由は、世界中の英語学習コミュニティで最も一般的に使用され、教えられていたためです。

2019年にTOEIC Bridge Testsがリデザインされた際にも、TOEIC L&Rと同じ理由から、リスニン

グテストで用いられるアクセントの種類は上記の４地域に増えました。

また、リスニングテストで用いられるアクセントの重要な特性として挙げられるのが、その強度設定で

す。アクセントには穏やかものから強いものまでありますが、リスニングテストには穏やかなアクセント

が採用されています。強いアクセントには特有の性質があり、その影響でほとんどの聞き手にとって

──英語のネイティブスピーカーにとってさえも──理解が難しくなってしまう可能性があります。

つまり、４地域の穏やかなアクセントを採用した論拠としては、受験者が国際的な職場や日常生活の

場面で触れる可能性のある、一般的かつ非常に理解しやすいアクセントを用いるため、ということにな

ります。

TOEICのリスニングテストには、話者の話を理解するために、特定の種類の英語を習得していることが

Question

TOEIC Programのリスニングテストに４種類のアクセントが使われている理由を教えてください。

Answer

TOEIC Programのリスニングテストでは、受験者の英語学習背景によって有利・不利が生じない状態

を保ちながら、テストを現実世界の状況により近い内容にするために、一般的かつ非常に理解しやす

く、職場や日常生活で触れる可能性が概して最も高いと想定される、４地域のアクセントを採用して

います。
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必要となる問題は出題されません。アクセントの種類を増やした目的は、受験者が異なるアクセントを

聞き分けられるかを判定するためではありません。英語学習背景によって有利になる受験者がいない

状態を保ちながら、テストを現実世界の状況により近い内容にするためです。

TOEIC L&Rのリデザインに伴い４地域のアクセントが採用されて以降も、英語は世界中のますます多

くのさまざまな場面で用いられています。多くの種類の英語（インド英語、ナイジェリア英語、シンガポール

英語など）がより使われるようになり、英語のアクセントも著しく多様化しています。こうしたおびただ

しい種類の多様なアクセントをテストに導入することは現実的ではありませんが、テスト内容が現実世

界での言語使用の重要な側面をどの程度反映しているかを定期的に見直すことは重要です。

TOEIC Programについても、将来的なリデザインや改訂の際には、受験者の英語学習背景による有

利・不利が発生しないよう、品質と公平性の水準を維持しながら、国際的なコミュニケーションにおけ

る英語の使われ方の変化に対応することになるでしょう。
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TOEIC Programは、初級から上級の英語能力レベルの学習者を対象に、日常生活と職場の場面にお

ける一般的な英語コミュニケーション能力を測定するよう設計されています。

そのため、テストのトピックやタスクは多様なビジネス・職場や、誰もが行う日常の活動において見られ

る、実際のコミュニケーション上の要求に関連したものとなっています。

日常生活や職場のコミュニケーション能力の習得を言語教育の目標に設定している大学や高校の英語

教育プログラムにおいて、TOEIC Programは学生の英語能力の伸長をプログラムから独立した形で測

定する有効な手段となります。また、英語環境の日常生活や職場でコミュニケーションを図ろうとする

学生のレディネスを把握する際にも、有効にご利用いただけます。

アカデミック英語（English for academic purposes）には、日常生活や職場での一般的なコミュニケー

ションの技能──現実世界における多様なタスクの遂行能力も含めて──に共通する部分が多くあり

ます。アカデミック英語の能力を習得してきた学習者は、実践的なリーディング、リスニング、ライティ

ング、スピーキングの技能も併せて習得していれば、TOEIC Programのテストでも十分に力を発揮で

きるはずです。実際、TOEIC Programのテストに出題される類の日常生活や職場のタスクを遂行す

Question

アカデミック英語を学んできた学習者でも、TOEIC Programの各テストで実力を発揮できるでしょ

うか？

Answer

アカデミック英語には、日常生活や職場で求められる一般的な英語コミュニケーションの技能に共通す

る部分が多くあるため、アカデミック英語能力と実践的な英語コミュニケーション能力を併せて習得し

ている学習者は、TOEIC Programのテストでも十分に力を発揮できるでしょう。一方で、アカデミッ

ク英語を特徴づける特定の知識や技能を測定する場合には、アカデミック英語に特化して設計された

テストが推奨されます。
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る能力は、英語環境の大学での生活や勉強を検討している方を含め、さまざまな英語学習者にとって

重要なものです。

もちろん、大学の授業や学術的な場面でのコミュニケーションで必要となる、アカデミック英語を特徴

づける特定の知識や技能を測定する場合には、TOEFL® iBT Testのようにアカデミック英語に特化

して設計されたテストが推奨されます。

テスト利用者は、どの英語能力テストが最も自らのニーズに即しているのかを慎重に検討し、状況に応

じて選択するとよいでしょう。
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Question

TOEIC Programのリスニングテストでは、なぜ問題用紙に書き込んだり、メモを取ったりしてはいけ

ないのですか？

Answer

TOEIC L&RのリスニングセクションやTOEIC Bridge Listening Testは多肢選択問題によるテス

トのため、さまざまな手法でカンニングをしてみようと考える受験者が存在する可能性があります。そ

のため、ETSではこうしたカンニング行為を防止し、全ての受験者にとって公平なテストを提供するた

めに、問題用紙への書き込みを禁止することをグローバルポリシーとしています。

同様の理由から、問題用紙を使ってメモを取ることも許可されていません※。

また、TOEIC Programのリスニングテストで受験者が聞く描写文、会話、説明文は比較的短く、多くの

情報を記憶保持することは求められません。現実世界に照らしても、こうした情報を聞いてメモを取
0

らない
0 0 0

方が自然かつオーセンティックと言えます。例えば、相手から「会議室はどこですか？」と聞かれ

て、その質問をメモに取ることはありません。

以上の理由から、問題用紙への書き込みやメモを取る行為は禁止されています。

※ETSでは、TOEIC L&Rのリーディングセクション、TOEIC Bridge Reading Testにおいても、カンニング行為の防止の観点から、
　問題用紙への書き込み・メモ取りの禁止をグローバルポリシーとしています。
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TOEIC L&RとTOEIC Bridge L&Rのテストフォームは複数のテスト実施にわたって使用されるた

め、常にセキュアな環境で管理されなければなりません。問題や解答が一般に公開されてしまえば、

TOEIC Programの完全性（integrity）が損なわれてしまうでしょう。

ETSでは、スコア基準の一貫性を確実に保つために、「等化」（equating）という手法を導入していま

す。等化とは、簡単に言うと、TOEIC Programのリスニングとリーディングのテストのスケールスコア

を異なるテストフォーム間で比較可能な状態にするための統計的なプロセスです。等化のプロセスでは、

ETSの心理測定学者が、既存のテストフォームでの受験者のパフォーマンスの分析結果と、新たに作成

したテストフォームでの受験者のパフォーマンスの分析結果とを比較し、フォーム間の難易度の差異を

調整しています。このプロセスを実施するために、テストフォームを新たに作成する際には、過去の実

施回に出題された「アンカー問題」（anchor item）と呼ばれる問題を新規フォームに組み入れています。

新規フォームに組み込まれたアンカー問題に対する受験者のパフォーマンスを分析することで、既存

フォームと新規フォームの難易度を比較することができるため、新規フォームの難易度レベルが適切

であるかどうかを検証することができます。テスト問題と解答が一般公開されてしまうようなことが

あれば、こうした等化に使用されるアンカー問題に対する受験者のパフォーマンスに、受験者の真の能

力が反映されなくなり、等化プロセスは機能不全に陥ってしまいます。

また、TOEIC L&RとTOEIC Bridge L&Rのテスト問題と解答は、TOEIC Programの著作権保持

者であるETSの知的財産として、著作権法により保護されています。

こうした理由から、ETSが保有するTOEIC L&RとTOEIC Bridge L&Rのテスト問題と解答は、

ETSによる書面での許諾なしには、いかなる目的においても公開・使用することはできません。

Question

なぜTOEIC Programのテストでは問題用紙の持ち帰りができないのですか？

Answer
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TOEIC Programでは、同じテスト（設計とスコア・スケールが同一のテスト）については、全てのフォーム

が同一のコンテンツ設計と統計仕様に沿って制作され、組み立てられ、実施されています。

TOEIC Programでは、テストのアップデートや改訂を行う際には、パイロット調査やフィールド調査

を実施して、新バージョンのテストが以前と同じ構成概念や技能を測定していること、そして難易度

が同じであることを担保しています。新バージョンのテストは、ETSのテスト開発や統計学の専門家に

よって、旧バージョンのテストと同じ難易度・品質を確実に保つように設計・開発されます。そのため、

TOEIC Programでは、設計とスコア・スケールが同一のテストにおいて、全体的な難易度が時と共に

変化する、ということはありません。

例えば、TOEIC L&Rは2006年にリデザインされ、2016年にアップデートされましたが、その裏付けと

なる調査レポートがそれぞれ公開されており、ウエブサイト「TOEIC Research」（https://www.ets.

org/toeic/research.html）から簡単に入手することができます。レポートにはテスト内容の比較、問題

に関する統計情報、旧バージョン（リデザイン前もしくはアップデート前）のテストと新バージョンのテス

トにおける受験者のパフォーマンスに関する情報などが掲載されています。

Question

TOEIC Programのテストの難易度は上がりましたか？（難化しているように感じます）

Answer

TOEIC Programの各テストの全体的な難易度が時を経て変化する、ということはありません。

TOEIC Programでは、同じテストについては、全てのフォームが同一のコンテンツ設計と統計仕様に

沿って制作されています。また、テストの改訂やアップデート時には、ETSのテスト開発や統計学の専

門家によって、新バージョンのテストが旧バージョンのテストと同じ難易度・品質を確実に保つように

設計・開発され、妥当性検証のための調査も事前・事後だけでなく、常時実施されています。

https://www.ets.org/toeic/research.html
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これらの調査によって示されたエビデンスは、構成概念と心理測定の観点から、リデザインやアップデー

トをまたいでスコアを連続的に解釈することが可能であるとする主張の論拠となっており、リデザイン

およびアップデート後もTOEIC Programのスコア・スケールが同じ能力レベルを反映していること

を担保しています（Liao, et al., 2010; Cid, et al., 2017）。

さらに、テストのリデザインやアップデートの際には、受験者やテスト利用者が新旧バージョンのテス

トに対して「どう感じているか」という観点からの検証も行われます。具体的には、TOEIC Program

のテストのリデザインやアップデートを実施する際、ETSのテスト開発の専門家は受験者やスコア利用

者などのステイクホルダーの「テストに対する知覚」（perceptions of testing）を、テスト設計や検証の

プロセスに要素として組み入れています。受験者の知覚に関する情報は、テスト開発過程で実施するパ

イロットテストやフィールドテストの段階で、認知インタビューやサーベイを通じて収集され、テストの

ユーザビリティ（指示の明確さ、準備・解答時間の的確さなど）、テストに対するさまざまな認識（オーセンティ

シティ、難易度など）、テスト問題ごとの検討課題（視覚素材の有用性など）についての把握に役立てられま

す（Everson, et al., 2021; Schmidgall, 2022）。

もう一つ例を挙げます。TOEIC L&Rの採点プロセスは、心理測定学者によって常にモニタリングされ

ており、異なるテストフォーム間やテスト実施回間でのスコアの一貫性が保たれ、意味のある公平な言

語能力の解釈が可能となるよう担保されています。モニタリング事例として以下に２件を挙げます。１

件目は異なるテスト実施回間におけるスコアの安定性の精査（Wei, 2013）、２件目はリピート受験者の

経年的なスコア変化パターンの調査を実施したものです（Wei & Low, 2017）。

ETSではこうした調査を通じて、TOEIC Programの品質管理へのコミットメントへの理解を促すと

共に、スコアの信頼性・妥当性を裏付ける経験的証拠を提供しています。
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よくあるご質問と回答集FAQ

TOEIC Programでは手法のひとつとして、適切なデータが使用可能な場合に項目応答理論（IRT: 

item response theory）をテストの制作、テストフォームの構築、採点に用いています。

IRTに基づく分析は個々の問題の属性──難易度や、受験者間の能力差異をどの程度有効に弁別する

か──を評価する際に特に有効な役割を果たします。また、IRTを用いることにより、各能力範囲にお

けるスコア精度を推定することができます。この推定情報は、信頼性あるテストフォームを構築し、受

験者の能力を精密に推定するスコアを生み出すために利用されます。これらのIRTの特性は、異なる

テストフォーム間やテスト実施回間においてスコアの一貫性を確実に担保するために欠かせないもの

となっています。

一方で、古典的テスト理論に基づく手法も、各テスト問題やテストフォームのパフォーマンスを評価する

際に用いられています。このように、TOEIC Programでは高品質な測定を確実に提供するために、テ

ストフォームおよびテスト実施ごとに包括的な分析を行っています。

Question

TOEIC Programのテストの制作と採点には、項目応答理論（IRT）が用いられているのですか？

Answer
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